
次期愛知県障害者計画（案）の概要について 

 

 

１ 計画策定の趣旨・位置付け                                   

  障害者基本法第１１条第２項の規定に基づく、「都道府県における障害者のための施策に関

する基本的な計画」（都道府県障害者計画）として位置付ける。 

（１）目的 

全ての県民が、障害の有無にかかわらず、等しく基本的人権を享有するかけがえのない  

個人として尊重され、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向け、  

障害のある人の自立及び社会参加の支援等のための施策を総合的かつ計画的に実施するた

めに策定する。 

 

（２）経緯 

   「２１世紀あいち福祉ビジョン」（平成 13～22 年度）、「あいち健康福祉ビジョン」（平

成 23～27 年度）を「愛知県障害者計画」として位置付けており、引き続き、現在、策定

を進めている、健康福祉全般にわたる将来の本県健康福祉のあるべき姿やライフステージ

に応じた切れ目のない施策の方向性を示す「次期あいち健康福祉ビジョン（仮称）」（平成

28 年 3 月策定予定）の障害者支援に係る記載部分を「愛知県障害者計画」とする。 

 

 ＜参考＞ 

障害者計画（障害者基本法） 障害福祉計画
※
（障害者総合支援法） 

区分 策定年度 計画期間 区分 策定年度 計画期間 

21 世紀あいち福祉

ビジョン 
11～12 年度 13～22 年度 

第 1期 18 年度 18～20 年度 

第 2期 20 年度 21～23 年度 

あいち健康福祉 

ビジョン 
21～22 年度  23～27 年度 

第 3期 23 年度 24～26 年度 

第 4期 26 年度 27～29 年度 次期あいち健康福

祉ビジョン（仮称） 
27 年度 28～32 年度 

※ 「障害福祉計画」は、障害者総合支援法を根拠とし、障害者施策のうち障害福祉サービ

ス等の提供体制の確保に関することを定める計画 

 

 

２ 目標年次                                                

  団塊の世代が７５歳以上となる平成３７年（2025 年）を展望し平成３２年（2020 年）を

目標とする。 

   計画期間：平成２８年度～平成３２年度【５年間】 

 

 



 

３ 計画の基本的な考え方・・・（次期あいち健康福祉ビジョン（仮称）（案）より）                    

（１）基本理念 

   ともに支え合う安心・健やかで幸せなあいち 

～「あいち健
けん

幸
こう

社会」
※
の実現 

（２）めざすべき健康福祉社会 

     （5 年後、10年後のめざすべき愛知の健康福祉社会の姿は次のとおり） 

    

 

 

   

 

 

 

 

 

４ 計画の施策体系                                     

  別紙のとおり 

  ※ 次期あいち健康福祉ビジョンの第４章「Ⅳ 障害者支援 ～身近な地域で共に暮らせる

新しい社会に向けて～」より 

 

５ ビジョンの推進・・・（次期あいち健康福祉ビジョン（仮称）（案）より）       

 ○ ビジョンは、包括的な視点で健康福祉分野全体の施策の方向性を示し、各個別計画と一

体となって福祉、保健、医療に関する様々な取組を推進する。 

 ○ 各個別分野おいては、ビジョンで示された方向性を踏まえながら、具体的な施策・取組

を展開し、各個別計画で定める目標により進行管理していく。 

○ ビジョンは、県庁内の「健康福祉ビジョン推進本部」において年次レポートを作成し、

ビジョンに示されている施策の進捗状況や新たな課題に対する取組の方向性を明らかにし

ていく。また、愛知県障害者施策審議会、社会福祉審議会及び医療審議会において、年次

レポート作成に当たり意見を聞くこととする。 

＜参考＞障害分野の個別計画 

 

子ども、若者、女性、高齢者、障害のある人など、すべての人が活躍する「人が輝くあいち」 

 ○障害の有無にかかわらず、等しく個人として尊重され、生涯を通じて地域で 

安心して生活できる。 

 ○社会を構成する一員として、社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に 

参加することができる。 

 ○意思疎通のための手段、情報の取得等のための手段についての選択の機会が 

確保されている。 

 

障害のある人のめざすべき具体的な状況 

資料３－１ 

※現行ビジョンの基本理念を引き継ぐ。 

誰もが健やかで幸せに暮らせる社会を「健幸社会」と名付ける。 


